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 はじめに
ソーシャルメディアにおいてユーザがアカウントを作成する方法の１つと
してソーシャルログインがある｡ ソーシャルログインは他のソーシャルメディ
アのアカウント情報 (通常は､ Facebookや Twitterのようなメジャーなサー
ビスにおけるアカウント) を使って､ 対象のサービスのアカウントを作成す
る方法である｡ ソーシャルログイン時には､ ユーザが元々使っていたサービ
ス (以後､ 既存サービス) からユーザが新たに使い始めるサービス (以降､
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要 旨
近年の Web上のサービスでは､ 既存の他のサービスのアカウントを用
いてユーザ登録を行えるものが多い｡ これらのサービスではアカウントを
作成時に､ フォローする (登録する) ユーザを推薦することが多い｡ しか
し､ 新規ユーザがどのようなユーザをフォローしていると､ 長期的にその
サービスを活発に利用しているのかは明らかにされていない｡ 本研究では､
Pinterestという画像のキュレーションサイトを対象に､ 既存サービスに
おける友人をフォローしているユーザは長期的に活発であるかどうかと､
どのようなタイプのユーザをフォローしているとユーザは長期的に活発で
あるかどうかについて調査する｡
キーワード：ユーザ行動分析 (user behavior analysis)､ ソーシャルメディ
ア (social media)､ フォロー関係 (follow graph)､ ソーシャ
ルログイン (social login)､ ソーシャルブートストラップ
(social bootstrapping)
対象サービス) に､ ユーザに関する情報が受け渡される｡ そのため､ 新規ユー
ザは通常ならアカウント作成に必要な自分自身に関する情報の入力を省くこ
とができる｡ 上記の情報には､ ユーザ名やメールアドレスだけでなく､ 既存
サービスで入力したデモグラフィック情報 (人口統計学的属性の情報) や､
登録した友人情報､ 行った活動 (投稿､ ｢いいね！｣) の情報も含まれること
がある (Kontaxis, Polychronakis and Markatos 2012)｡
ソーシャルログインを導入するサービスは､ 既存サービスから引き渡され
た情報を使って､ そのユーザが末永くかつ活発にサービスを利用してもらえ
るように様々な試みを行っている｡ 例えば､ 新規のユーザがアカウントを作
成した際に､ ユーザの推薦を行うことが挙げられる (Pingate and Rokade
2014)｡ このようなユーザの推薦は一般にユーザ推薦や友人推薦と呼ばれる
(以降､ ユーザ推薦と呼ぶ)｡ サービスの利用開始時点で多くのユーザが友人
登録されていれば､ それらのユーザ間でコミュニケーションが行われ､ 対象
の新規ユーザが活発に活動を行うことが期待される｡ 多くのソーシャルメディ
アでは､ ソーシャルログイン時にサービス間で受け渡されるユーザ情報を用
いてユーザ推薦を行っているものと思われる (Kontaxis, Polychronakis and
Markatos 2012)｡ また､ これらの情報を用いてユーザ推薦を行えば､ 新規に
ユーザ情報を入力させてアカウント作成する場合に問題となるコールドスター
トの問題1) (Lam et al. 2008) を回避することもできる｡
しかし､ 新規ユーザに対してユーザ推薦を行う場合に､ どのようなユーザ
特徴を用いて推薦すれば､ そのサービスを長くかつ積極的に使ってもらえる
ようになるかは分かっていない｡ すなわち､ 積極的に長期間サービスを利用
しているユーザは､ サービスの利用開始時点でどういったユーザを友人登録
しているかについては明らかになっていない｡
そこで､ 本研究ではソーシャルメディアにおいて､ 長期間活発に活動を行っ
ているユーザ (または､ 長期間活発に活動を行っていないユーザ) が､ サー
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1) ユーザの情報が少なく､ パーソナライゼーションを行うことができない問題
ビスの利用開始後の短期間の間で､ どのようなユーザを友人登録しているか
を明らかにする｡ このために､ ソーシャルログインに用いる既存サービスに
おけるユーザ情報も考慮して調査を行う｡ 本研究では､ 長期間活発に活動を
行っているユーザをアクティブユーザと定義する｡ また､ 後に行う調査にお
いては､ そのアクティブさ (以降､ アクティブ度) をソーシャルメディア上
の投稿数と ｢いいね！｣ の数で表す｡ また､ ソーシャルメディアには自分と
相手との双方が許可することによって友人登録が成立するサービスと､ 自分
から相手に一方的にリンクを張り､ 相手のアップデートの情報を受け取るこ
とができるサービス (一般に､ ｢フォロー｣ 行為と呼ばれる) が存在するが､
本稿の以降においては､ これらの両方を ｢フォロー｣ という言葉を用いて議
論を展開することにする (実際に調査に用いるサービスは ｢フォロー｣ の機
能を提供している)｡ また､ ｢長期間｣ という期間については､ 数か月程度か
ら数年程度までの幅が考えられるが､ 本研究における調査では､ 調査の効率
を考慮して､ 数か月程度の期間を想定した (実際には､ アカウント開設後の
３ヶ月目で調査を行った)｡
本研究では､ 上記の調査のために注目するユーザの特徴を３種類に分ける｡
対象サービス内で人気なユーザや活発なユーザ
対象サービスで人気のあるユーザ (多くの人からフォローされているユー
ザ) やサービスを活発に使用しているユーザは価値の高いコンテンツを多く
発信している可能性がある｡ そのため､ そのようなユーザをフォローすると
新規ユーザもサービスを活発に使用するのではないかと考える｡
実世界での人口統計学的属性が類似したユーザ
性別や年齢､ 居住地などの人口統計学的属性が一致するユーザ同士は興味
が一致しやすいと考えられる｡ そのため､ そのようなユーザをフォローする
と新規ユーザはサービスを活発に使用するのではないかと考える｡
既存サービスにおけるユーザ行動が類似したユーザ
既存サービスで同じ内容に対して ｢いいね！｣ をしている場合や共通の友
人がいる場合は､ ユーザ同士の興味が一致していると考えられる｡ そのため､
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そのようなユーザをフォローすると新規ユーザはサービスを活発に使用する
のではないかと考える｡
本研究では最初に､ 既存サービスの友人をフォローしている新規ユーザは､
その後､ 長期的にサービスを利用しているのかどうかを調べる｡ このような
友人のフォローは､ ソーシャルブートストラッピング (Zhong et al. 2014,
Miller, Chang and Terveen 2015) と呼ばれる｡ 次いで､ 上記のユーザのタイ
プごとに､ これらのユーザをフォローしている新規ユーザは､ その後､ 長期
的にサービスを利用しているかどうかを調べる｡ すなわち､ 本研究で明らか
にするのは､ 以下の研究課題 (Research Question) である｡
Research Question 1
既存サービス内での友人をフォロー(ソーシャルブートストラップ)してい
る新規ユーザは､ その後､ 長期的に活発にサービスを利用しているか？
Research Question 2
対象サービス内で人気なユーザやアクティブなユーザをフォローしている
新規ユーザは､ その後､ 長期的に活発にサービスを利用しているか？
Research Question 3
既存サービスにおいて人口統計学的属性が似ているユーザをフォローして
いる新規ユーザは､ その後､ 長期的に活発にサービスを利用しているか？
Research Question 4
既存サービスにおいて似た行動を取るユーザをフォローしている新規ユー
ザは､ その後､ 長期的に活発にサービスを利用しているか？
本研究の調査では､ 対象サービスとして画像を対象としたソーシャルメディ
アの一つである Pinterestを用いる｡ Pinterestは最も一般的なソーシャルロ
グイン手法である Facebookログイン (Facebookを用いたサインアップ手法)
を使用している｡ また､ 2010年にサービスが始まって以来ユーザ数を増やし
ており､ 多くの新規ユーザが獲得できると思われる｡ これらのことから､ 本
調査を行うに当たって適切なソーシャルメディアであると考える｡
本論文は以下のように構成されている｡ まず第２章で関連研究について述
土 方 嘉 徳4
べ､ 本研究の立ち位置を明らかにする｡ 次に､ 第３章で研究課題を調査する
ための方法とそれを行うために収集したデータセットについて述べ､ 第４章
で結果と考察を述べる｡ 最後に第５章で本研究のまとめを行う｡
 関連研究
2.1 ソーシャルログインとソーシャルブートストラップ
ソーシャルログインを対象とした研究には､ そのセキュリティに関する問
題を取り上げ､ それに対する解決策を提案したものがある (Kontaxis,
Polychronakis and Markatos 2012, Wang, Chen and Wang 2010)｡ 特に Kontaxis
らは Facebookを使用したソーシャルログインでは､ ユーザに関する多くの
情報が引き渡されていることを報告している (Kontaxis, Polychronakis and
Markatos 2012)｡
Millerらはソーシャルブートストラップしたユーザが Pinterestに対して
どういった第一印象を受けるか調べた (Miller, Chang and Terveen 2015)｡
この研究では､ 女性の方がソーシャルブートストラップ時に良い印象を抱き､
男性はソーシャルブートストラップしないほうが良い印象を受けていた｡ こ
の研究は､ 新規ユーザのサービス使用前と使用開始直後の第一印象のみを被
験者に訪ねており､ その後ユーザがサービスを活発に使うようになったかは
調査していない｡
また､ Zhongらはソーシャルブートストラップしているユーザを Pinterest
上で取得し､ フォロウィに Facebookの友人とそうでないユーザが組み合わ
さっている場合にユーザのピン数が他のユーザ群に比べて多くなることを報
告した (Zhong et al. 2014)｡ この研究は Pinterestでデータセット取得期間
中にピンを行ったユーザを取得したため､ 新規ユーザではなくすでに長い期
間サービスを使用しているユーザが調査の対象となっている｡ また､ 一定期
間内でピンをしたユーザを収集したため､ 比較的アクティブなユーザが多く
取得されてしまっている｡ そのため､ どういったユーザが活発になりどういっ
たユーザが活発にならなかったかまでは分からない｡
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2.2 Pinterest
Pinterestにおけるユーザの活動について調査した研究がいくつか存在す
る｡ Zarroらは Pinterestのユーザに質問し､ ユーザが Pinterestをソーシャ
ルネットワークというよりも､ コンテンツを提供するサービスとして捉えて
いることを明らかにした (Zarro, Hall and Forte 2013)｡ Mittalらは Pinterest
上で約300万人のユーザプロファイルを取得し､ フォローしているユーザ数
に対して､ フォロワ (フォローしてくれているユーザ) が極端に多いユーザ
はほとんど存在しないことを報告した (Mittal et al. 2013)｡ また､ Gelleyら
はフォローとユーザの複数の種類の活動について調査し､ フォローが画像の
探索や収集にあまり影響しないことを発見した (Gelley and John 2015)｡
また､ ユーザをいくつかの種類に分けて､ その活動を調査した研究も存在
する｡ Gilbertらはユーザの性別や国籍によって､ ピンが他のユーザにリピ
ン (共有) されたり､ フォロワの数に差があったりするかを調査した
(Gilbert et al. 2013)｡ 女性が男性よりもリピンが多くされることが示された
一方で､ 地理的な情報で差は見られなかった｡ Ottoniらも性別による､ 活動
の違いについて調査し､ 女性の方が男性よりもピン数が多いことを報告して
いる (Ottoni and Pesce 2013)｡ また､ 同じ興味を持つユーザによってリピ
ンが行われているのに対して､ フォローする相手はそれほど興味の一致によっ
て決まっていないということも報告している｡ これについては Changらの
研究でも報告されている (Chang et al. 2014)｡
これまでの研究では､ ユーザの活動に関する一般的な傾向や､ ユーザを国
や性別で分けて活動に違いがあるかどうかについて調査されてきた｡ しかし､
新規ユーザについて注目して､ その活動の違いによるユーザの活発さについ
て調査した研究はない｡
2.3 SNSにおけるユーザ行動
Pinterest以外のソーシャルネットワーキングサービス (SNS) でユーザが
どういったユーザをフォローする傾向にあるか調査した研究がいくつかある｡
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Lauwらは LiveJournalで共通の興味があるユーザは友人になりやすいと報告
した (Lauw et al. 2010)｡ また､ ThelwallはMySpaceでどういったユーザ同
士が友人となっているか調査し､ 女性が男性よりも多くの友人を持っており､
男性も女性も女性の友人が多くいることを発見した (Thelwall 2008)｡ この
ように､ SNSでユーザがどういったユーザと繋がりやすいかを調査した研
究はあるが､ どのようなユーザと繋がっているユーザが活発であるのかを調
査した研究はない｡
 調査
本研究では､ Pinterestの新規ユーザを取得し､ アカウント作成時にフォ
ローしたユーザの特徴と対象ユーザの一定期間経過後のアクティブ度の関係
について調査する｡ 具体的には､ ３ヶ月後のアクティブ度を調査する｡
3.1 Pinterest
本調査で対象とするサービスの Pinterestを紹介する｡ Pinterestは画像を
対象としたソーシャルネットワーキングサービスである｡ Pinterestは､ コ
ルクボード (Pinterestでは ｢ボード｣ と呼ばれる) に興味のある写真を画
鋲でとめていくことをモチーフにデザインされている｡ ユーザは画像を収集
しボードに登録する｡ ユーザは複数のボードを作成することができる｡ 通常､
各ボードにテーマを設定し､ 画像を分類して公開している｡ 貼りつけた画像
は ｢ピン｣ と呼ばれる｡ また､ 画像をボードに貼り付ける行為のことも ｢ピ
ンする｣ と呼んでいる｡
また､ Pinterestでは他のユーザをフォローすることができ､ フォローし
たユーザがピンしたピンは Pinterestのメインのページであるホームフィー
ド (第１図に例を示す) に表示される｡ さらに､ 他のユーザのピンで気に入っ
たものがあれば自分のボードに追加したり､ ｢いいね！｣ したりすることも
できる｡
Pinterestでは最も一般的なソーシャルログイン手法である Facebookログ
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インが使用されており､ ユーザの公開プロフィール､ 友達リスト､ メールア
ドレス､ 誕生日､ 紹介､ ｢いいね！｣ を Facebookから取得している｡ 公開
プロフィールにはデモグラフィック情報が含まれている｡ また､ Facebook
から Pinterestに引き渡される ｢いいね！｣ は映画やテレビ番組といったコ
ンテンツ､ 俳優やアーティストといった有名人､ スポーツチームや企業といっ
た団体に対して行ったものが対象である｡
3.2 データセットの作成方法
本研究では新規ユーザを対象に調査を行うが､ Pinterestではそれぞれの
ユーザがいつサービスを使用し始めたかは分からない｡ しかし､ 幸いなこと
に Pinterestではサービス全体においてユーザ群が行った最新のピンが集め
られている ｢最新のピン｣ というページ2) が存在する｡ 本調査ではこの ｢最
新のピン｣ のページに存在するピンをピンしたユーザに着目し､ そのユーザ
の累積ピン数が１であれば新規ユーザであるとした｡ これはそのピンがその
ユーザにとって初めてのピンであるためである (これまでにピンしたピンを
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2) https : // jp.pinterest.com/categories /everything /
第１図 Pinterestにおけるホームフィードの例
すべて削除していた場合は例外となるが､ このような場合はほとんどないと
思われる)｡
取得した新規ユーザについては作成したボード､ ピンしたピン､ ｢いいね！｣
したピン､ フォロワ､ フォローしているユーザ (フォロウィ) を取得する｡
ユーザがソーシャルログインしていれば彼らの Facebookのアカウントも取
得する｡ 以上の情報は新規ユーザのフォロウィのものも取得する｡ また､ 本
研究の調査では､ ｢長期間｣ という期間として３ヶ月に設定することにした｡
そこで､ 新規ユーザの取得から３か月経過した時に､ この３ヶ月間でボード
に追加したピンと ｢いいね！｣ したピンを取得する｡
新規ユーザとそのフォロウィの Facebook上でのユーザ特徴を､ そのユー
ザの ｢基本データ｣3) と ｢友達リスト｣4) のページから取得した｡ ｢基本データ｣
のページには性別､ 生年月日､ 学歴 (卒業年含む)､ 居住地､ ｢いいね！｣ が
含まれる｡ ただし､ これらの情報は Facebookユーザ全員に対して公開され
ているもののみを取得対象とした｡ ｢いいね！｣ はコンテンツ､ 有名人､ 団
体に対して行ったものが対象である｡ 以降では､ これら３種類の対象をまと
めて ｢コンテンツ｣ と呼ぶ｡
3.3 アクティブ度
本調査ではアカウントの開設から (実際には最初のピンを投稿した日から)
３ヶ月経過した時点で､ ユーザが活発に (アクティブに) Pinterestを利用
しているかどうかを確認する｡ アクティブさの程度を表す指標として､ アク
ティブ度を導入する｡ アクティブ度は､ ピン数と ｢いいね！｣ 数の合計によっ
て算出する｡
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3) https : //www.facebook.com/[User~name] / about または https : //www.facebook.com/
profile.php?id＝[User~ID] &sk＝about
4) https : //www.facebook.com/[User~name] / friends または https : //www.facebook.com/
profile.php?id＝[User~ID] &sk＝friends
3.4 データセットの統計情報
以上の方法で2015年９月１日から９月30日までの１か月間で新規ユーザを
1959人取得した｡ この内､ ソーシャルログインをしたユーザは796人であっ
た｡ また､ ソーシャルログインをしたユーザの内､ 121人は Facebook上の
友人をフォロー (ソーシャルブートストラップ) していた｡ これら121人の
ユーザにおいて､ フォロウィ数､ フォロウィの内の Facebookで友人である
ユーザの数､ フォロウィの内の Facebookで友人であるユーザの割合につい
て､ 平均値､ 最小値､ 最大値を第１表に示す｡ また､ フォロウィ数の分布
(その内の Facebookの友人数も含む) を第２図に示す｡ この図では､ フォ
ロウィ数が多いユーザを図の左に置いている｡
 結果と考察
4.1 Research Question 1
Pinterestにおいて､ ソーシャルブートストラップの有無とユーザの長期
的なアクティブ度の関係について調査した｡ この調査では､ ソーシャルログ
インしてソーシャルブートストラップしたユーザ､ ソーシャルログインした
がソーシャルブートストラップしていないユーザ､ ソーシャルログインして
いない (メールアドレスサインアップした) ユーザの３者について､ ユーザ
登録後３か月間のアクティブ度を比較した｡ Y軸をユーザの割合､ X軸をア
クティブ度としたグラフを第３図に示す｡ この図から分かるように､ ３者の
間でユーザのアクティブ度に大きな差は見られなかった｡
上記の分類では､ Facebookの友人を最低１人でもフォローしていればソー
土 方 嘉 徳10
第１表 Pinterestにおけるフォロウィ中の Facebookの友人の割合
フォロウィ数
フォロウィ内の
FBの友人数
フォロウィ内の
FBの友人割合
平均 35.3 15.0 0.601
最小値 1 1 0.005
最大値 350 152 1.000
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第２図 Pinterestにおけるフォロウィ数と Facebookの友人数
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第３図 アクティブ度別のユーザ割合の分布
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シャルブートストラップしたとみなした｡ しかし､ ブートストラップした人
数や､ Facebookでの友人の内ブートストラップした友人の割合がアクティ
ブ度と関係がある可能性も存在する｡ そこで､ ソーシャルブートストラップ
した人数とアクティブ度の関係､ およびソーシャルブートストラップした
Facebookの友人の割合とアクティブ度の関係も調査した｡ ソーシャルブー
トストラップした人数を X軸として､ アクティブ度を Y軸とした散布図を
第４図に示す｡ また､ 新規ユーザのフォロウィ中の Facebookの友人の割合
を X軸として､ アクティブ度を Y軸とした散布図を図５図に示す｡ これら
の図から分かるように､ ソーシャルブートストラップする人数とアクティブ
度､ および新規ユーザのフォロウィ中の Facebookの友人の割合とアクティ
ブ度の両方で､ 明確な関係は見られなかった (それぞれ相関係数＝0.02､
0.02)｡ ただし､ フォロウィ全員が Facebookの友人 (割合が1.0) であるユー
ザはあまり活発でない (アクティブ度が100以下) ことが分かった｡
Pinterestや Instagramなどのソーシャルログインを導入している多くのサー
土 方 嘉 徳12
第４図 ソーシャルブートストラップした人数とアクティブ度
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ビスがソーシャルログインしたユーザに対して､ 既存サービスの友人を提示
する機能を付与している (Pingate and Rokade 2014)｡ しかし､ 既存サービ
スの友人をフォローしているユーザと､ それらの友人をフォローしていない
ユーザのアクティブ度に差が見られなかったことから､ この機能はユーザを
活発にさせる効果はないことが分かった｡ それどころか､ フォロウィ全員が
既存サービスの友人であるユーザはあまり活発でなく､ 友人全員を推薦する
ことはアクティブ度の観点からは適切でない可能性がある｡
4.2 Research Question 2
新規ユーザ1959人に対して､ 調査を行った｡ 最初に､ Pinterestで人気の
あるユーザをフォローしている新規ユーザが､ その後活発であるかどうかを
調べた｡ 具体的にはフォロウィのフォロワ数に着目した｡ 新規ユーザのフォ
ロウィの１人あたりのフォロワ数を X軸としてアクティブ度を Y軸とした
散布図を第６図に示す｡ この図から分かるように､ フォロウィのフォロワ数
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第５図 ソーシャルブートストラップしたユーザの割合とアクティブ度
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とユーザのアクティブ度との間には相関が見られなかった (相関係数＝
0.01)｡ このことは､ Pinterestでは新規ユーザを活発にさせたい場合に､ 人
気のあるユーザを推薦することは意味がないことを示している｡
次に､ アクティブなユーザをフォローしているユーザは活発であるかどう
かを調査した｡ ここではフォロウィの１人あたりのピン数に注目する｡ フォ
ロウィのピン数のみ考慮した理由は､ フォロウィの ｢いいね！｣ は対象ユー
ザのホームフィードには表示されないからである｡ フォロウィの１人あたり
のピン数を X軸として対象ユーザのアクティブ度を Y軸とした散布図を第
７図に示す｡ 全体では相関は見られなかったが (相関係数＝0.01)､ フォロ
ウィのピン数の少ないユーザには､ アクティブ度が100を超えるようなユー
ザはほとんどいないことも分かる｡ そのため､ 新規ユーザが活発となるには､
フォロウィのピン数が多いユーザをフォローさせる方が良い可能性がある｡
最後に確認のために､ フォロウィ数とアクティブ度との関係について調べ
た｡ フォロー数が多いと投稿や ｢いいね！｣ の数も多くなる可能性があると
土 方 嘉 徳14
第６図 フォロウィのフォロワ数とアクティブ度
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考えたためである｡ 新規ユーザのフォロウィ数を X軸としてアクティブ度
を Y軸とした散布図を第８図に示す｡ しかし､ この図を見て分かるように､
フォロウィ数とアクティブ度に明らかな関係は見られなかった (相関係数＝
0.00)｡ したがって､ 多くのユーザをフォローしているからと言って､ 自分
も活発にピンしているとは限らないことが分かった｡
4.3 Research Question 3
4.3.1 調査方法
人口統計学的属性が似ているユーザをフォローしているユーザが活発であ
るかどうかを調査した｡ Facebookでは人口統計に関する情報として､ 性別､
年齢､ 居住地､ 学歴がある｡ しかし､ 今回取得した新規ユーザのうち､ 性別
以外の情報を公開しているユーザは少なかった｡ そこで､ 本調査では性別に
ついてのみ注目する｡
しかし､ 性別に関してもすべてのユーザが公開しているわけではなかった｡
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第７図 フォロウィのピン数とアクティブ度
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そこで､ Facebook で性別の情報を公開していないユーザに対しては､
Pinterestのユーザ名から genderize.io5) という性別判定の APIを利用して性
別を推定した｡ genderize.ioの推定精度を確かめるために､ ソーシャルログ
インしたユーザのうち､ Facebookにおいて性別の情報を公開しているユー
ザ60人に対して､ genderize.ioで性別判定を行った｡ その結果､ 46人に対し
て性別判定の結果を得ることができ､ そのうち46人全員が正しく性別を判定
できた (すなわち適合率が100％であった)｡ 以下では Facebookで性別が公
開されていたユーザ60人と genderize.ioで性別が推定できたユーザ243人の
合計303人に対して､ 性別とアクティブ度の関係を調べた｡
4.3.2 調査結果と考察
新規ユーザのフォロウィ中に同性のユーザがいる割合と新規ユーザのアク
土 方 嘉 徳16
5) https : // store.genderize.io /
第８図 フォロウィ数とアクティブ度
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ティブ度の関係を調べた｡ フォロウィ中の新規ユーザと同性のユーザの割合
を X軸としてアクティブ度を Y軸とした散布図を第９図と第10図に示す｡
第９図は女性ユーザ､ 第10図は男性ユーザについてである｡
最初に男性ユーザの結果に注目する｡ 第10図を見ると､ 驚くべきことに､
男性で活発であるユーザは同性でなく､ 異性を多くフォローしていた｡ 具体
的には､ アクティブ度が100以上の男性ユーザ33名のうちフォロウィ中で同
性の割合が0.5未満の者は､ 24名であった｡ ただし､ 女性を多くフォローし
ている男性ユーザでも活発でない者も存在した｡ そこで､ 女性を多くフォロー
しているユーザの内､ 活発なユーザと活発でないユーザの違いを理解するた
めに､ フォロウィ中の同性の割合が0.5以下のユーザの内､ アクティブ度が
100以上のユーザとそれ未満のユーザで分け､ ピンの内容を確認した｡ 活発
なユーザは女性が好むファッション､ 芸術､ インテリアなどの画像 (Chang,
Harper and Terveen 2015) をピンしていたのに対して活発でない男性ユー
ザは､ 車､ スポーツ､ アウトドアなどの女性があまり好まない画像をピンし
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第９図 フォロウィ中の同性の割合と新規ユーザのアクティブ度の関係 (女性)
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ていた｡ このことから､ アクティブでなかった男性ユーザは女性を多くフォ
ローしているにも関わらず､ 女性のピンに興味がなかったと思われる｡ その
ため､ ホームフィードに表示されるピンをピンしたり ｢いいね！｣ したりし
なかったと思われる｡ Pinterestは､ 女性が活動的であることが報告されて
いるが (Ottoni and Pesce 2013)､ 男性ユーザはそのような女性のコミュニ
ティに馴染める者の方が､ 活動的であることが伺われる｡
次に女性ユーザに注目する｡ 第９図で女性ユーザに注目すると､ 同性同士
のつながりの多いユーザが多いことが分かった｡ 異性とのつながりの多いユー
ザはごくわずかしかいなかった｡ また､ 過去の研究では､ Pinterestでは女
性が活動的であるという結果が得られているが (Ottoni and Pesce 2013)､
本調査による新規ユーザは､ 男性と比べて特段活動的であるとは言えない｡
アクティブ度が100以上の割合は､ 女性ユーザで9.4％､ 男性ユーザで13.8％
であった｡ Pinterestは女性を中心にすでに人気となっているサービスであ
ることから､ 本調査期間では画像収集にあまり興味のない女性ユーザが多く
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第10図 フォロウィ中の同性の割合と新規ユーザのアクティブ度の関係 (男性)
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取得されたと考えられる｡
また､ (Miller, Chang, Terveen 2015) の論文では､ 女性ユーザはソーシャ
ルブートストラップした場合の方がしない場合よりも Pinterestに対して良
い印象を受け､ 男性はしない場合の方が良い印象を受けると報告している｡
しかし､ 第９図と第10図から分かるように､ 新規ユーザのサービス開始後３
か月間のアクティブ度ではソーシャルブートストラップしたユーザとしてい
ないユーザとで大きな差が見られなかった｡ このことから､ 新規ユーザがソー
シャルブートストラップに対して良い印象を持ったとしても､ 必ずしもそれ
が継続的に活発に活動を行うわけではないことを示唆している｡
4.4 Research Question 4
既存サービスにおいて新規ユーザとそのフォロウィに共通する行動がある
場合に､ ユーザが活発であるかどうかを調査した｡ 本調査では､ 共通の友人
を友人登録しているかどうかと､ 共通のコンテンツに対して ｢いいね！｣ し
ているかどうかに注目した｡
4.4.1 共通の友人
新規ユーザとそのフォロウィが Facebook上で共通の友人がいる場合は､
新規ユーザとそのフォロウィが特定のコミュニティに属している可能性が高
くなる｡ 特定のコミュニティに属しているユーザ同士は何かしらの興味が一
致している可能性が高く､ Pinterestでも Facebook上の共通の友人がいるユー
ザをフォローすると活発になる可能性がある｡ そこで､ 新規ユーザとそのフォ
ロウィの Facebook上での共通の友人数を X軸として新規ユーザのアクティ
ブ度を Y軸とした散布図を第11図に示す｡
この図より､ Facebook上で共通の友人がいる友人をフォローしているユー
ザ (69人) は､ ユーザ全体に比べて活発であることが分かる｡ Facebook上
で共通の友人がいる友人をフォローしているユーザ群とそれ以外のすべての
新規ユーザ群において､ アクティブ度の分布に差があるかどうかを検定する
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ためにウィルコクソンの順位和検定を用いた｡ すると､ 前者のユーザ群のア
クティブ度の中央値は20で､ 後者のアクティブ度の中央値は４となり､ 有意
差が確認された (p＜0.01)｡ 特に､ 共通の友人を持つ友人を多く (20人以上)
フォローしている場合にはユーザが比較的に活発であった｡ このことから､
Facebook上での密な友人関係を Pinterestに持ち込んだ場合､ Pinterest上で
も活発に活動を行うことが分かる｡
4.4.2 共通のコンテンツに対する ｢いいね！｣
新規ユーザとそのフォロウィが Facebook上で共通のコンテンツに対して
｢いいね！｣ している場合は､ 新規ユーザとそのフォロウィが共通の興味や
嗜好を持っている可能性が高くなる｡ そのため Pinterestでもそのようなユー
ザをフォローするとアクティブになると考えられる｡ そこで､ Facebook上
で同じコンテンツに ｢いいね！｣ した友人数を X軸とし､ アクティブ度を Y
軸した散布図を第12図に示す｡
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第11図 Facebook上で共通の友人がいる友人数とアクティブ度の関係
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図より､ Facebook 上で同じコンテンツに ｢いいね！｣ した友人を
Pinterest上でフォローした新規ユーザ (50人) は､ ユーザ全体に比べて活
発であることが分かる｡ Facebook上で同じコンテンツに ｢いいね！｣ した
友人をフォローしているユーザ群とそれ以外のすべての新規ユーザ群におい
て､ アクティブ度の分布に差があるかどうかを検定するためにウィルコクソ
ンの順位和検定を用いた｡ すると､ 前者のユーザ群のアクティブ度の中央値
は18で､ 後者のアクティブ度の中央値は４となり､ 有意差が確認された
(p＜0.01)｡ このことから Facebook上での共通する興味を持つユーザ同士は､
Pinterestでの画像に対する興味や嗜好も似ているものと思われる｡
4.5 結果と考察のまとめ
以上の調査結果をまとめると､ 以下のようになる｡ 従来のサービスではソー
シャルログイン時に既存サービスの友人を推薦している (Pingate and
Rokade 2014)｡ 多くのサービスでは､ 友人リストをスクロールし続けること
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第12図 Facebook上で共通のコンテンツに ｢いいね！｣ した Facebook上の
友人数とアクティブ度の関係
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で､ すべての友人を登録することができる｡ また､ すべての友人を登録する
ように勧めているサービスもある｡ しかし､ 本調査結果から､ 既存サービス
の友人全てを登録している人は､ あまり活発でなかった｡ ユーザにすべての
友人を選択させるのではなく､ ユーザに何らかの基準に基づき友人を選択で
きる機会を与える方が良いと思われる｡
従来の多くのサービスでは､ 人気のあるユーザ (フォロワの多いユーザ)
を推薦している｡ しかし､ 本調査結果から､ 人気のあるユーザをフォローし
ているユーザは活発であるわけではなかった｡ 一方､ ピン数が多いユーザを
フォローしていないユーザには活発なユーザはいなかった｡ そのため､ ユー
ザには人気のあるユーザよりもピン数が多いユーザをフォローさせる方が良
いと思われる｡
性別の違いに注目すると､ 本調査での新規ユーザでは､ 女性ユーザが男性
ユーザよりもとりわけ活発であるということはなかった｡ これは従来の知見
(Ottoni and Pesce 2013) と異なる結果であり興味深い｡ Pinterestは女性を
中心に人気のあるソーシャルメディアであるが､ ある程度普及した現在にお
いて､ 新規に入ってくる女性ユーザは､ そもそも画像の収集や共有に熱心で
あるわけではないようである｡ そのため､ Pinterestのように特定のデモグ
ラフィック層に普及してきたソーシャルメディアは､ そのデモグラフィック
層で興味を持つ新規ユーザがいなくなれば､ 異なるデモグラフィック層のユー
ザを開拓した方が良いことを示している｡ また､ 男性ユーザでも､ 同じ性別
のユーザばかりをフォローしているユーザは活発でなかった｡ また､ 同じ性
別のユーザにのみ受ける画像ばかりをピンしているユーザは活発でなかった｡
このことから､ 新しいユーザ層のユーザには､ 既存のユーザ層にも受けるコ
ンテンツを提供させた方が良いと思われる｡
最後に､ 既存サービスで共通の行動を行っているユーザ (共通の友人がい
るユーザや共通のコンテンツに ｢いいね！｣ しているユーザ) は､ 対象サー
ビスで活発である傾向があった｡ そのため､ 単純にすべてのユーザを推薦す
るのではなく､ 共通の友人を多く持つユーザや共通の興味を持つとユーザを､
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選択的に推薦する方が良いと思われる｡
4.6 本調査の制約
我々は新規ユーザを発見した後､ その３か月経過時点での累積のピンと
｢いいね！｣､ およびフォローしているユーザを取得することで調査を行った｡
そのため上記の調査で得られた知見は､ ３か月経過時点でのユーザが､ どの
ようなユーザをフォローしていたかという状態に関するものである｡ したがっ
て､ 全く新しいユーザに､ アカウント作成時に上記の特徴を有するユーザ群
を推薦してフォローしてもらっても､ それでそのユーザが活発になるかどう
かは分からない｡ 今後はオンラインで新規ユーザにユーザ推薦を行い､ その
後の活動を調査したい｡
Pinterestは､ 元々女性ユーザが多いという性質を持つことや､ 扱うコン
テンツは画像だけであることなど､ 特殊なソーシャルメディアであると言え
る｡ また､ Pinterestは2010年のサービス提供開始からある程度の期間が経
過しているため､ 関心のある女性ユーザには十分に普及していると思われる｡
そのため､ 今回と同じ知見が他のソーシャルメディアでも発見できるとは限
らない｡ 今後は､ LinkedInに代表されるビジネス利用のソーシャルメディ
アや､ つい最近に開始されたソーシャルメディアを対象に調査を行いたい｡
最後に本調査で扱ったユーザ数は限定的であった｡ これは､ 調査対象をユー
ザ全体ではなく新規ユーザのみとしたため､ １か月という期間ではこれ以上
の数のユーザが存在しなかったためである｡ 今後は､ 長期的に新規ユーザを
獲得することで､ 調査に用いるユーザ数を多くしたい｡
 おわりに
多くのソーシャルメディアが､ ソーシャルログインの機能を有し､ ソーシャ
ルブートストラップを推奨している｡ そこで本研究では､ 新規ユーザはソー
シャルログインに利用する既存サービスの友人をフォローしていると､ サー
ビスを活発に使っているのか､ またどのような特徴を有するユーザをフォロー
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していると､ サービスを活発に使っているのかを調べた｡ 具体的には､
Pinterestにおいて新規ユーザがフォローするユーザの特徴と､ その新規ユー
ザのユーザ登録後３か月間でのアクティブ度 (ピン数と ｢いいね！｣ 数の合
計) の関係を調査した｡ その結果､ Pinterest内で人気のあるユーザをフォ
ローしていても､ 必ずしもそのユーザは活発でないことや､ 既存サービス内
で共通の友人がいるユーザや共通の対象に ｢いいね！｣ をしているユーザを
フォローしているユーザには､ 比較的に活発である人が多かったことを確認
した｡ また､ Pinterestは女性中心のソーシャルメディアであるという報告
が数多くあるが､ 現在の新規ユーザにおいては､ 女性がとりわけ活発に利用
しているわけではないことと､ 活発な男性ユーザはほとんどの場合に女性ユー
ザを多くフォローしているという結果が得られた｡ 今後は､ 実際にユーザに
友人を推薦することで､ ピン数や ｢いいね！｣ 数が増えるかどうかを検証し､
また本研究で得られた知見が他のソーシャルメディアでも見られるかどうか
も確かめたいと思う｡
(筆者は関西学院大学商学部准教授)
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